
  

 

 

 

 

 

   自
じ

分
ぶん

で考
かんが

え、行動
こうどう

できる力
ちから

を 
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 容二
ようじ

 

新年
しんねん

度
ど

も一月
ひとつき

が過
す

ぎます。子
こ

どもたちは朝
あさ

の挨拶
あいさつ

をしっかり行
おこな

い、毎日
まいにち

元
げん

気
き

に登校
とうこう

しています。 

子
こ

どもたちが元
げん

気
き

に登校
とうこう

できているのは、保護
ほ ご

者
しゃ

の皆様
みなさま

のお力
ちから

があるからです。ご理
り

解
かい

、ご協 力
きょうりょく

に感謝
かんしゃ

いた

します。また、ボランティアとして、学援隊
がくえんたい

の皆様
みなさま

が登校
とうこう

時
じ

や下
げ

校
こう

時
じ

に道
みち

に立
た

ち、子
こ

どもたちへの声
こえ

掛
か

け、注
ちゅう

意
い

喚
かん

起
き

などを行
おこな

ってくださっていることにも、感謝
かんしゃ

いたします。 

 

校内
こうない

を回
まわ

ると、集 中
しゅうちゅう

して学習
がくしゅう

に取
と

り組
く

む子
こ

どもたちの姿
すがた

や、新年
しんねん

度
ど

の意気込
い き ご

みが伝
つた

わる掲
けい

示
じ

物
ぶつ

が見
み

られま

す。その中
なか

から、５年生
ねんせい

の「『よい学校
がっこう

』にしていくためにできること」を紹介
しょうかい

します。 

・きれいに掃
そう

除
じ

をする       ・ルール、きまりを守
まも

る      ・給 食
きゅうしょく

を残
のこ

さず食
た

べる 

・外
そと

で元
げん

気
き

に遊
あそ

ぶ         ・自
じ

分
ぶん

から挨拶
あいさつ

をする       ・委
い

員会
いんかい

を頑
がん

張
ば

る  

・低学年
ていがくねん

に積極的
せっきょくてき

に話
はな

しかけ、仲
なか

良
よ

くする 

 当
あ

たり前
まえ

のことのように感
かん

じられるかもしれません。しかし、子
こ

どもたちが自
じ

分
ぶん

事
こと

として「～したい」「～なりた

い」と考
かんが

えたことに大
おお

きな意味
い み

があります。「自
じ

分
ぶん

たちの力
ちから

でよい学校
がっこう

にしたい」という意
い

欲
よく

を大切
たいせつ

にして、子
こ

ど

もたち全員
ぜんいん

にとっての「よい学校
がっこう

」が実現
じつげん

できるよう取
と

り組
く

んでいきたいです。この「よい学校
がっこう

」のとらえや努
ど

力
りょく

したいことは、さらに増
ふ

えていくとよいなと思
おも

います。とても楽
たの

しみです。 

 

 先日
せんじつ

、家
いえ

の近所
きんじょ

を歩
ある

いていたときに驚
おどろ

いたことがありました。雨
あめ

のため傘
かさ

をさして歩
ほ

道
どう

を歩
ある

いていたのですが、

前
まえ

から小学生
しょうがくせい

くらいのきょうだいらしい二人
ふたり

が並
なら

んで歩
ある

いてきたので、私
わたし

は少
すこ

し二人
ふたり

をよけて歩
ある

いていきまし

た。すると、前
まえ

から歩
ある

いてきた二人
ふたり

のうちの一人
ひとり

の子
こ

が私
わたし

に会
え

釈
しゃく

（軽
かる

くお辞儀
じ ぎ

をすること）をしていったのです。

私
わたし

はその会
え

釈
しゃく

を、私
わたし

に対
たい

する「ありがとうございます」という感謝
かんしゃ

の気持
き も

ちだと受
う

け止
と

めました。中学生
ちゅうがくせい

にな

るかならないかくらいの子
こ

どもが、知
し

らない相
あい

手
て

に対
たい

して、歩
ほ

道
どう

を歩
ある

けるよう譲
ゆず

ってくれたことへの感謝
かんしゃ

の気持
き も

ちを

表
あらわ

したことを、とてもうれしく、ありがたく思
おも

いました。 

  

 学校
がっこう

では、学級
がっきゅう

全体
ぜんたい

が並
なら

んで移
い

動
どう

しているときには、指
し

導
どう

者
しゃ

が率先
そっせん

して挨拶
あいさつ

したり子
こ

どもたちに挨拶
あいさつ

を促
うなが

し

たりすることで、子
こ

どもが進
すす

んで挨拶
あいさつ

する姿
すがた

を多
おお

く見
み

ることができます。また、給 食
きゅうしょく

当番
とうばん

が移
い

動
どう

する際
さい

に他
た

の

学級
がっきゅう

と同
どう

時
じ

になったときには、下
か

学年
がくねん

を優先
ゆうせん

し、「お先
さき

にどうぞ」「ありがとう」という言
こと

葉
ば

が交
か

わされています。 

子
こ

どもたちはそのような経験
けいけん

を重
かさ

ね、状 況
じょうきょう

に応
おう

じての行動
こうどう

の仕
し

方
かた

を身
み

に付
け

けていきます。 

それらのことは、学校
がっこう

の中
なか

だけでなく普
ふ

段
だん

の生活
せいかつ

でも使
つか

えるようになるとよいです。そのために、学校
がっこう

では挨拶
あいさつ

やきまり、マナーなどについて、「何
なん

のために行
おこな

うのか」（目的
もくてき

）が理
り

解
かい

できるよう粘
ねば

り強
づよ

く取
と

り組
く

んでいきます。

そして、子
こ

ども自
じ

身
しん

が、周
まわ

りの状 況
じょうきょう

や人
ひと

の様
よう

子
す

を見
み

て考
かんが

え、よりよい行動
こうどう

を選
えら

んで行
おこな

える力
ちから

を身
み

に付
つ

けられ

ることを目指
め ざ

していきます。 

 

学校
が っ こ う

だより 
横
よこ

浜
はま

市
し

立
りつ

飯
いい

田
だ

北
きた

いちょう小
しょう

学
がっ

校
こう

 

令
れい

和
わ

６年
ねん

度
ど

  ５月
がつ

号
ごう

 

令
れい

和
わ

６年
ねん

４月
がつ

30日
にち

発
はっ

行
こ う

 

心
こころ

つながり 笑顔
えがお

ひろがり 世界
せかい
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